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(1)研究テーマ

授業研究を中心に、授業の法則性を明らかにし、個を生かす学習のあり方を研究するとともに、

教職員としての資質と実践的指導力の向上をめざして研究する。

(2)研究経過及び具体的な取組

６月 メンバーで集まり、１年間の計画の確認。

７月 夏休みの研修について内容や研修時の役割分担について確認。

川西市教育情報センターと共催で、夏休みの研修を行う

「もの作り講座・おりぞめの仕方とその応用３」

昨年度に続いて、高槻支援学校から西岡明信さんと、四天王寺高校から講師に迎え、折り染

めの基本から、折り染めでのカバン作りまで教えてもらった。小学生でも作れるように、便利

な型紙が作られていたり、子供たちの立場に立って準備がされていて、とても勉強になった。

この後の、図工の授業などで実践されそうな内容でよかった。

「授業づくり講座・差別と迷信」

宝塚市立長尾台小学校から講師を迎えて、「差別と迷信」について研修を深めた。差別やその

歴史について歴史的な事実から考えていく授業で、参加者も知らないことがたくさんあり、勉

強になった。１０月には、この研修を受けて、校内での研究授業を行った学校もあり、有意義

な研修ができたと考えている。

「授業づくり講座・光とむしめがね」

メンバーの保田が中心になって研修を行った。むしめがねで太陽の光が集められるところか

ら、実は、景色の光（反射している光）も集めることができることを授業形式で学習した。ま

たそれを利用して簡単なカメラを作ることや、光を感じるコピー紙を使って写真を撮るところ

までおこなった。学習した成果を工作を通して実感できることや、その工作も簡単にできそう

なことから、二学期には実践したいという声が多く寄せられた。

８月 全国各地で開かれている研究会に参加。

９月 研究会で学んだことを交流。


